
○ 目的

○ 事業概要

　

事業内容

担当所属名 経済環境政策推進室 直通電話番号 64 － 1360

・お茶の京都地域（府南部地域：宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、
木津川市、久御山町、井手町、宇治田原町、笠置町､和束町、精華町及び
南山城村）の連携とネットワーク化を図り、お茶の京都地域における魅
力を増大させることにより、質の高い観光地域を構築するため、交流人
口の拡大及び地域商社として地域資源のブランド化を図り、地域の稼ぐ
力を創出することを目的とする。

 お茶の京都DMO推進協議会負担金　　５，１３８千円

・本事業においては、積極的に交付金を活用し、観光地域づくりの基礎
となるマーケティングや認知度向上のためのプロモーションを積極的に
展開し、DMOとしての基盤を確立する。

予算額 5,138 千円
新規・拡充

継続の別
継続

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 一般社団法人京都山城地域振興社（お茶の京都DMO）負担金



○ 目的

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名  京田辺らしさ事業（玉露のまち京田辺ＰＲ事業）

予算額 1,265 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容

　日本茶・宇治茶の最高級品である本市特産の「京田辺玉露」や「京田
辺てん茶」の魅力を、広くＰＲし、消費の拡大を図るとともに、本市に
転入された世帯に急須でお茶を愉しむ生活を提案し、更なる特産振興を
進める。

　茶器セット＋茶葉一煎パックを転入世帯者等に対して配布すること
で、京田辺市の特産品である玉露を知っていただくとともに、急須でお
茶を愉しむ豊かな生活を提案する。
　
　　茶器セット／５００個
　　玉露一煎パック／５００個

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362



○ 目的

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 甘南備山生活環境保全林管理事業

予算額 3,822 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容

　甘南備山で生活環境保全林として遊歩道や休憩施設を整備し、森林浴
やレクリエーション等の憩いの場として活用に寄与する。

　甘南備山の治山事業として下草刈りや、間伐等を行うまた、台風によ
る倒木処理を行う。

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362



○ 目的
　有害鳥獣被害防止のために防護柵設置を推進するもの。

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 有害鳥獣防護柵設置補助事業

予算額 900 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容

　有害鳥獣被害防止のために防護柵設置を受益者が自ら設置する際にか
かった、柵の材料費の一部を補助するもの。

担当所属名 経済環境部農政課 直通電話番号 64 － 1362



○ 目的

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 地球温暖化対策活動推進事業

予算額 4,995 千円
新規・拡充

継続の別
新規

事業内容

担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64 － 1366

本市の地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改定版のＣＯ２削減目

標を達成するため、年間を通じて市民に低炭素型の商品・サービスの利

用といった賢い選択を促す国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」を展開

することで、家庭や個人の積極的な地球温暖化対策への取組の拡大・定

着を目指す。

本市の地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改定版のＣＯ２削減目標を

達成するためには、市民ひとり一人の積極的な地球温暖化対策への取組が求

められている。

国（環境省）は、第５次環境基本計画において「低炭素型の商品・サービ

スの利用といった賢い選択を促す国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」を展

開する。」として、平成２８年度より「地方と連携した地球温暖化対策活動

推進事業として非営利法人を通じて、市町村が国民運動「ＣＯＯＬ ＣＨＯ

ＩＣＥ」を企業等連携して、通年にわたり展開する普及啓発活動に対してそ

の費用の全額を補助する制度を創設している。

今回、本市も当該補助金を活用し事業を展開する。

１ クールビズ・クールチョイスの普及啓発
（１）市内公共施設・公用車等にポスター等掲出
（２）市職員への啓発用ポロシャツ等の配布
（３）横断幕・のぼりの作成

２ クールスポットの設置
（１）庁舎玄関にミスト機の設置等

３ 環境フェスタブース出展
（１）エコドライブシュミレータの体験、認定証の作成

４ 大学と連携し、クールチョイス等環境に関すイベント開催
（１）環境ハンドブックを作成し、イベントに活用
（２）環境アンケート調査を実施



○ 目的

○ 事業概要

＊家庭のエコ支援事業＊

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 地球温暖化対策推進事業

予算額 10,625 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容

　京田辺市地球温暖化対策実行計画に基づき、再生可能エネルギーの導
入及び省エネルギー化の普及を促進するため、燃料電池、太陽光発電及
び蓄電池の設置者に対し、設置費用の一部を補助し、暮らしの中の省エ
ネ活動を支援する。

対象者 補助額 予算額

燃料電池シス
テム設置者

・燃料電池　1件1万円
予算額

1,000,000円
（100件分）

【家庭用燃料電池】ガスから取り出した水素と、空気中の酸素を化学反
応させて電気と熱を発生させるシステム。化学反応から電気エネルギー
を直接取り出すため、エネルギーロスが少なく、電気と熱の両方を有効
利用することで、エネルギー効率を高めることができる。

【住宅用蓄電池】太陽光発電などの電気を蓄え、電気を上手に使うこと
で節電や省エネに役立つ。蓄えた電気を電力ピーク時に使用することで
電力量を抑制できるほか、非常時にも電気を使用することができる。

蓄電池システ
ム等設置者

・蓄電池　1kWhあたり3万5千円（上限21万
円）
・太陽光発電　1kWあたり1万円（上限4万
円）＋1万5千円
（京都府補助金含む）

予算額
9,625,000円
(25件分)

担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64 － 1366



○ 目的

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 雨水
あまみず

貯
た

め樽
たる

事業（雨水タンク設置補助事業）

予算額 900 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容

担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64 － 1366

第２次京田辺市環境基本計画に基づき、雨水の有効利用など水
資源の保全に関する取組を推進するため、雨水タンクの設置者に対
して、購入費の一部を補助する。

雨水タンク設置補助事業

補助対象：①市内に雨水タンクを設置する個人
②市内に雨水タンクを設置する事業所や店舗など

補助額 ：雨水タンク購入額の3/4（上限4万5千円）
（内訳 市：1/2 京都府：1/4）

予算額 ：90万円（30件分）



○ 目的

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 火葬料補助金

予算額 5,700 千円
新規・拡充

継続の別
拡充

担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64 － 1366

事業内容

本市民が死亡又は死産した場合、本市に火葬場がないため、市外の火

葬場を利用せざるを得ず、火葬場設置のある市町村の住民より高い料金

を支払わなければならないことから、本市では、火葬料金格差をなくす

目的で補助金を交付している。
京都市中央斎場、宇治市斎場などの市外火葬料が改定され、火葬場設

置自治体住民と京田辺市民の実質負担の差は大きくなっている。
このため、当該補助額の上限を引き上げ、火葬料金格差を縮小し、市

民の費用負担の軽減を図る。

火葬料補助事金

○補助対象

本市の住民基本台帳に記録されている者が死亡し、又は死産し、死体（妊

娠第４月以後の死産児を含む。）が火葬された場合で、負担すべき火葬料が、

火葬場の設置されている市町村（特別区を含む。）の住民が負担すべき火葬

料と差が生じたとき。
○補助額

申請者が負担すべき火葬料から補助の対象となる火葬が行われた火葬場の

設置されている市町村（特別区を含む。）の住民が負担すべき火葬料を差し

引いて得た額の２分の１とする。ただし、その差し引いて得た額の２分の１

の額が３０，０００円を超えるときは、３０，０００円とする。（現行）

今回、交付上限額を３０，０００円から４０，０００円に引き上げる。

○予算額

現行の予算額
15,000千円（500件分）

拡充後20,700千円（500件分）
拡充による増額分5,700千円（500件分）



○ 目的

○ 事業概要
・環境パトロールの実施

・不法投棄防止監視カメラ設置の拡充

・不法投棄され、市で回収・撤去した家電製品の適正処理

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 不法投棄未然防止事業

予算額 1,064 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容
不法投棄されやすい箇所に啓発看板と共に設置し、周囲へのアナウンス
効果を利用して、不法投棄されにくい環境づくりを進める。

家電リサイクル法に基づく、特定家庭用機器廃棄物の適正な処理を推進
させる。

　一般財団法人家電製品協会の助成を得て、不法投棄行為撲滅に向けた防止対
策を進める。不法投棄された家電製品（リサイクル家電4品目：①テレビ、②エ
アコン、③冷蔵庫・冷凍庫、④洗濯機・衣類乾燥機）の量を大幅に削減するた
めの取組みを行う。

定期的な環境パトロールの実施。早期発見・対応やパトロールによるＰ
Ｒを通して、不法投棄されにくい環境づくりを進める。

担当所属名 経済環境部環境課 直通電話番号 64 － 1366



○ 目的

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 スプレー缶処理業務委託事業

予算額 3,096 千円
新規・拡充

継続の別
新規

事業内容

　スプレー缶の排出については、中身を使い切り、穴を開けてから排
出してもらうよう案内している。穴を開けていない缶が排出されるこ
とが多いので、職員が穴の空いていないスプレー缶を選別し、１個づ
つ穴開け作業を行っているが、全国各地で、穴開け作業中の事故が多
発していること。また、国においても穴開けをしないよう通知等があ
ることから、穴開け時の職員及び施設の安全性を確保するため、専門
業者に処理委託をする。

　市が収集したスプレー缶を、受託業者が市外の処理施設まで運搬及
び処理を行う。

担当所属名 経済環境部清掃衛生課 直通電話番号 68 － 1288



○ 事業概要及びその経過

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 じん芥収集車更新事業

予算額 7,710 千円
新規・拡充

継続の別
新規

担当所属名 経済環境部清掃衛生課 直通電話番号 68 －

事業内容

1288

●じん芥収集車（２トンダンプ）の購入
平成２１年２月に購入してから、９年経過しており、油圧機器破損及び
扉の修理など修繕費用が年々増加していることから、じん芥収集車（２
トンダンプ車）の購入を行うもの。
●じん芥収集車（１トン車）の購入
平成１４年２月に購入してから１６年経過しており、損傷が激しいた
め、購入を行うもの。



○ 目的

　可燃ごみ広域処理施設建設用地について、整備するもの。

○ 事業概要

平成３１年度 当初予算主な事業

事業名 可燃ごみ広域処理施設整備事業

予算額 449,500 千円
新規・拡充

継続の別
継続

事業内容

  用地取得  449,500千円
　　・可燃ごみ広域処理施設建設用地　360,300千円
　　・道路用地　89,200千円

担当所属名 経済環境部ごみ広域処理推進課 直通電話番号 63 － 2679


